
∴： 闘鶏i 　∴∴ 佶ﾃ�x������vF侏��������十十 ��������耳��� 佶ﾈﾉﾈ耳耳�����

∴∴　∴∴∴ 剪�∴言：∴：∴ 剿�8x����

∵． 轡 攣 ∴－高 ������Xﾊ�Y6����r���r�^8�h���b�-h�ﾉ�R�*ｸ6ﾘ�2�劔��h���

「∴ ∵ ����ﾈ����9�F俯ﾒ��������∴一一∴∴∴＿． ∴「∴∴∴ 一、㌦ 剌¥ 十 「、一一㌧∴一一 ∴ 

∴ 僮iiii／へ、ノ 剪� ��

予 感 ∴ �������������∴　∴ ∴∴ 一、‾・■8－1 

党高知県委

スOIa．9

凝縮（2年0鮎摺棋

籍 。邁 

公立′申年ヴコ亮瑠磁貴
会まれオンJ

が還題・とわし聞聞 騨鞠纏麗翻 　　　　　Z；） 

瀧醗撥 
嵩蒜議霧長）競諾羅 

主檀：繋票ション嵩課業㍊　　－　叫声 

西
日
本
豪
雨
被
災
の
0
0
自
治
体
舶

義
援
金
届
け
要
望
聞
く

日
本
共
産
党
高
知
県
委

員
会
は
西
日
本
豪
雨
で
被

災
し
た
的
自
治
体
に
党
中

央
委
員
会
か
ら
の
義
援
金

を
届
け
、
被
災
状
況
や

国
、
県
へ
の
要
望
を
聞
き

ま
し
た
（
叩
、
日
昌
。
松

本
け
ん
じ
災
嘗
対
策
本
部

長
（
衆
院
高
知
1
区
候

目
録
を
竹
部
副
市
長
（
左

か
ら
2
人
自
）
に
手
渡
す

松
本
氏
（
同
3
人
目
）
＝

同
日
、
高
知
県
安
芸
市

補
）
、
地
元
議
員
が
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

時
間
雨
量
が
1
0
0
㍉

を
超
え
た
大
豊
町
で
は
岩

暗
愚
郎
町
長
と
好
永
公
一

落
ち
込
み
、
下
流
域
へ
の

流
木
被
害
な
ど
も
生
ま
れ

て
い
る
」
と
指
摘
し
ま
し

一
た
。
前
野
由
和
・
大
豊
町

議
が
同
席
し
ま
し
た
。
安

芸
市
で
は
何
部
文
一
副
市

長
が
「
災
嘗
関
係
の
補
助

制
度
は
あ
る
が
使
い
づ
ら

く
、
改
善
を
お
願
い
し
た

い
」
と
求
め
ま
し
た
。

被
蕾
の
大
き
か
っ
た
宿

毛
市
、
大
月
町
に
は
党
幡

多
（
は
た
）
地
区
委
員
会

の
坂
本
靖
委
員
長
ら
が
義

援
金
を
届
け
ま
し
た
。

副
町
長
が
応
対
。

長
は
「
砂
防
な
ど
中
山

地
支
援
を
強
化
し
て
ほ

い。

募
金
は
大
切
に
便
わ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

話
し
ま
し
た
。

に
も
ふ
れ

「
株
業
の
一
基
選

と
と
も
に
山
の
保
水
力
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魚
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K
壁
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驚
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在
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生
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耳
勧

値
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自
至
境
玲
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袋
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魚
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